
1．DMA転送機能

DMA（Dynamic Memory Access）は，CPU以外のハー

ドウェアによってデータを直接転送するもので，プログラ

ムで一つ一つ操作するよりもCPUの利用効率が上がりま

す．SH-2AにはDMAが 16チャネルあります．本稿では

MP3 デコーダ・ソフトウェアがデコードしたデータを

SRC0に転送する部分と，SRC0からSSIF2に転送する部

分で使用します．

● DMAの使用個所

次ページの図1に本記事の五つのサンプル・プロジェク

トのデータの流れを示します．DMA0，DMA1と示され

た矢印が，DMAによってデータが転送される部分です．

（1）DMAチャネル1による転送

図1でDMA1と示された個所です．libmadはデータを

1,152個単位で出力するので，ひとまずバッファにためま

す．このバッファは，1,152個のデータの2倍の容量があ

る「ダブル・バッファ」です．ここからDMAチャネル1に

よってSRC0の入力バッファに転送します．トリガはSRC0

の入力エンプティ割り込みです．

（2）DMAチャネル0による転送

図1でDMA0と示された個所です．SRC0の出力バッ

ファからDMAチャネル 0 によってデータを取り出し，

SSIF2の入力バッファに転送します．トリガはSSIF2の送

信割り込みです．

● データの流れ

libmadが出力したデータがSSIF2から出力されるまで
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1,152個の単位でデコードされたPCMデータを，二つ
のバッファに対して交互に格納する（プログラムでコピー） 
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ハーフ・エンド・フラグ
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ここまで転送が終わると
トランスファ・エンド・
フラグ（TE）がセットさ
れてバッファの先頭に戻
って転送が継続する 
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図2
MP3デコーダ
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までのデータ
の流れ


